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 日本蚕糸学会

関東支部だより
平成25年１月4日　関東支部解散

東京農工大学　蜷木　理

日本蚕糸学会は平成25年 1月 4日をもって一般社団法人日本蚕糸学会へ
移行した。これに伴い、関東支部は63年あまり続いた歴史に幕を閉じた。

今後の関東地区会員の活動に期待する。

新年のご挨拶をするところ、 関東支部解散
のお話しをしなければならず、 皆様に申し訳
な い 気 持 ち と 寂 し い 気 持 ち で い っ ぱ い で す。
平 成 25 年 1 月 4 日 付 け で 社 団 法 人 日 本 蚕 糸
学会は一般社団法人日本蚕糸学会に移行する
と と も に、 日 本 蚕 糸 学 会 関 東 支 部 は 63 年 余
の歴史に幕を閉じ解散いたしました。

思 い 返 せ ば 平 成 21 年 11 月 に 開 催 さ れ た
関東支部総会で支部長の大役を仰せつかって
以来、 日本蚕糸学会 （本会） の会計理事の任
務とともに関東支部存続の問題を考えて参り
ました。 当初、 本会としては新法人移行の際
に支部は置かないとの方針だったので、 関東
支 部 と し て は そ の 方 針 に 沿 っ て 議 論 を 重 ね、
支 部 役 員 の 過 重 な 負 担 も 考 え、 平 成 23 年 7
月 の 委 員 会 で 11 月 の 支 部 総 会 に 「支 部 の 解
散」 提案することを決定しました。

平 成 23 年 3 月 に 予 定 さ れ て い た 本 会 大 会
は 東 日 本 大 震 災 の た め 中 止 と な り、 平 成 23
年 11 月 4 日 に 平 成 23 年 度 日 本 蚕 糸 学 会 臨
時総会が岩手大学で開催されました。 関東支
部としては、 新法人移行にあたり本会の方針
ど お り 「 支 部 を 置 か な い 」 こ と が 承 認 さ れ
る も の と 思 っ て い ま し た。 と こ ろ が、11 月
2 日に開催された第 2 回理事会において、 突

然、「支部を置くことができる」 ことになり、
4 日 の 平 成 23 年 度 日 本 蚕 糸 学 会 臨 時 総 会 に
おいてそれが承認されてしまいました。 この
時点では 「支部の会計は本会会計に一本化す
る」 予定であることが示され、 これまでどお
り の 支 部 運 営 は 不 可 能 で あ る こ と か ら、11
月 5 日 の 関 東 支 部 総 会 に は 既 定 方 針 ど お り

「支 部 の 解 散」 を 提 案 し、 承 認 し て い た だ き
ました。

さ ら に、 平 成 24 年 3 月 の 本 会 総 会 で は 支
部の会計はこれまでどおりで、 会計書類のみ
本会と支部を連結すればよいということにな
り、 各支部は従来どおり存続できることにな
りました。 これを受けて支部委員会では再度
議論を重ね、 簡素化されたあらたな支部規定
の 策 定 も 検 討 致 し ま し た。 平 成 24 年 7 月 6
日に開催された支部委員会では最後に挙手に
よる採決を行いましたが、規定方針どおり「支
部を解散する」 が大多数を占め、 支部役員の
方々のご苦労がどれほどのものであったのか
を 再 認 識 す る 結 果 と な り ま し た。 こ れ に よ
り、 支部長としても支部解散はやむなしと考
え、 また、 関東支部を支えてきた役員の方々
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東京農工大で「最後」の関東支部大会開催

大会委員長・東京農工大　佐藤　令一

　 東 京 農 工 大 学 小 金 井 キ ャ ン パ ス に お い て、
日 本 蚕 糸 学 会 関 東 支 部 第 63 回 大 会 （蚕 糸・
昆虫機能利用学術講演会および支部総会） が
平成 24 年 11 月 23 日 （金） に、 また、 今後
の当支部会員の益々活発な研究展開を祈念す
る公開シンポジウム 「蚕糸技術の継承と新し
い 展 開 」 が 24 日 （ 土 ） に 開 催 さ れ、2 日 間
に渡り多数の方々にご来場戴きました。

　23 日 の 蚕 糸・ 昆 虫 機 能 利 用 学 術 講 演 会 で
は、 学 生 発 表 が 17 題、 一 般 発 表 が 8 題 の 合
計 25 題 の ご 発 表 を 戴 き、 約 70 名 の 方 々 に
ご参会を戴きました。 例年の演題数を大きく
上回ったため、 発表時間と質疑応答時間をと
もに短くしての講演会となりましたが、 内容
の濃い発表と、 熱のこもった討論が繰り広げ
ら れ、 充 実 し た 1 日 と な り ま し た。 学 生 発
表の部では、8 名の 4 年生と 9 名の大学院生
からの発表があり、 学生発表賞については蚕
糸技術研究所の田中幸夫さん、 農業生物資源
研究所の谷合幹代子さん、 および日本大学の
間瀬啓介さんのお三方にご審査をして戴きま
した。 一方、 一般発表の部においても、 関東
支部の研究ポテンシャルの高さを示すレベル
の高い講演が、 このところの大会における演
題 数 を は る か に 上 回 っ て 行 わ れ ま し た。「こ
れなら関東支部大会を続けられる・・・」 と
いった本大会の終焉を惜しむ声さえ聞かれた
ことは、 本支部会の発展的な解消を象徴して
いると思われました。
　総会は、 大会委員長挨拶および蜷木理支部

日本蚕糸学会関東支部第6３回大会が、東京農工大学で開催された。
関東支部として最後の大会となった。

が、 日本蚕糸学会の中で力を発揮することで
私たちの基盤である蚕糸学の発展に寄与する
と 確 信 し、 最 後 の 第 63 回 関 東 支 部 大 会 に 向
かって準備を始めた次第です。

関東支部の解散による問題点を考えてみま
すと、 第一は支部だけの会員の方にどんな影
響 が あ る の だ ろ う か と い う こ と で す。 平 成
24 年 10 月 30 日 現 在 の 関 東 支 部 会 員 は 一 般
会 員 190 名 と な っ て い ま す が、 こ の 中 に は
日 本 蚕 糸 学 会 会 員 と な っ て い な い 方 が 59 名
含まれています。 これらの方々には本会への
ご加入を勧めるのみならず、 会費の安い関連
学会のご紹介もする必要があると考えて対応
しているところです。 また、 本会の学術講演
会 は 3 月 中 下 旬 に 開 催 さ れ て い ま す が、 こ
の 時 期 は 4 年 生 と 修 士 の 2 年 生 が 発 表 す る
こ と は 難 し く、11 月 の 支 部 の 学 術 講 演 会 が
学生たちの発表の場となっていました。 関東
支部の解散で関東地区の学生たちの発表の場
が無くなり、 彼らが動物学会等の他学会へ流
れていくことを心配しています。

日本蚕糸学会関東支部は解散いたしました

が、 そ の 中 の 130 名 ほ ど の 方 々 は 日 本 蚕 糸
学 会 の 会 員 で す。 こ れ ら の 方 々 を 中 心 と し
て、 関東支部で開催していた学術講演会や例
会のようなものが本会の行事として開催でき
るよう努力することがこれからの重要課題だ
と思っています。 その財源は、平成 24 年 11
月 23 日 の 最 後 の 支 部 総 会 で 承 認 し て い た だ
い た 本 会 に 繰 り 入 れ る 金 額 305,068 円 が 基
礎となります。 この中には支部だよりの発行
とその送料 （約 65,000 円） が含まれており、
そ の 後 に 残 っ た 金 額 約 24 万 円 が 今 後 の 活 動
の財源となる予定です。 学術講演会について
はこれまでのような丁寧な対応はできないと
は思いますが、 開催するようできる限りの努
力はしたいと考えています。

最後に、 これまで日本蚕糸学会関東支部会
員の皆様に支部長としての不甲斐なさをお詫
びするとともに、 支部長を支えて下さった支
部会員の皆様、 支部役員並びに支部の事業に
協力していただいた諸先輩の方々に厚く御礼
申し上げます。
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長 挨 拶 か ら 始 ま り、 平 成 24 年 度 役 員 報 告、
会計報告とその監査報告、 支部会委員に関す
る情報の取扱いに関する報告とその監査報告
が承認されるとともに、 関東支部の解散の段
取 り を 含 め た 平 成 25 年 度 事 業 計 画 と 予 算 案
が 承 認 さ れ ま し た。 そ の 中 の 一 番 の 論 点 は、

「現 行 の 学 術 講 演 会 に 相 当 す る も の を 続 け る
ための資金を一般社団法人化する新生日本蚕
糸 学 会 に ど の よ う に 残 し 管 理 す る か 」 で あ
り、 各立場からの知恵を絞った議論が繰り広
げられました。 しかし、 永続的かつ現実的な
確たる方法については今後の検討課題となり
ました。
　23 日 の 夕 方 に は 約 50 名 の 方 々 が 参 加 さ
れ、 懇親会が盛大に開催されました。 蜷木支
部長のご挨拶で開宴となり、 続いて東京農工
大学名誉教授・濱野國勝先生の御発声で乾杯
となりました。 メインイベントの一つである
学生発表賞の発表が、 田中幸夫審査委員長か
ら行われ、 蜷木支部長から賞状と副賞の金一
封が渡されました。 同点が重なったなどの理
由 か ら、 授 賞 件 数 は 例 年 の 3 か ら 6 へ と 倍
増しましたが、 今回の学生発表賞はそもそも
発表演題数が多かった上、 いずれも授賞に値
するレベルであり激戦であった旨、 委員長か
らの講評がありました。 また、 審査委員の谷
合 幹 代 子 さ ん と 間 瀬 啓 介 さ ん か ら も、「特 に
4 年生の発表が優れていた」 などのご講評を
戴きました。 なお、 最優秀発表賞は東京農工
大学の遠藤悠さんと戸倉藍さん、 優秀発表賞
は日本大学の小田尚幸さん、 東京農工大学の
下 村 和 哉 さ ん と 宇 都 宮 大 学 の 津 久 井 啓 多 さ
ん、 特別賞は宇都宮大学の相澤昂洋さんが受
賞されました。 懇親会では蚕業技術研究所所
長・井上元さん、 濱野國勝先生、 蚕糸学会副
会長・東京大学の嶋田透先生、 日本大学・岩

野秀俊先生、 宇都宮大学・川崎秀樹先生から
お言葉を頂戴しました。 また、 締めのご挨拶
は関東支部副支部長の小山朗夫さんから頂戴
し、 万歳三唱のもとで宴は幕を閉じました。
　24 日 の 公 開 シ ン ポ ジ ウ ム 「蚕 糸 技 術 の 継
承 と 新 し い 展 開」 は 約 50 名 の ご 参 加 を 戴 く
中、 蜷木支部長のご挨拶で開会が宣言されま
した。 シンポジウムでは、 元蚕糸・昆虫農業
技術研究所所長・河上清さん、 大日本蚕糸会
蚕業技術研究所所長・井上元さん、 多摩シル
ク研究会会長・小此木エツ子さん、 群馬県蚕
糸技術センター・桑原伸夫さん、 農業生物資
源研究所・小島桂さん、 東京農工大学・中澤
靖元先生、 東京農工大学科学博物館館長・梅
田倫弘先生からご講演を戴き、 その後引き続
き東京農工大学科学博物館の見学を行い流れ
解散となりました。 関東支部会の歴史を振り
返るとともに、 関東支部が生み出してきた新
しい息吹について討論し、 現関東支部会員が
自信と誇りを持って高いアクティビティーの
元で今後ますます活躍することを祈念した記
憶に残るシンポジウムになりました。
　以上を総括しまして、 まず、2 日間に及ぶ
会にたくさんの方々にご参会を戴きましたこ
とに御礼申し上げます。 一方、 本大会は大学
教 員 1 人 が 学 生 さ ん に 助 け ら れ て 開 催 し た
ものであり、 今後の蚕糸学会本大会や講演会
活動の開催のありようを考える上で有益な 1
資料になるものだと考えております。 ところ
で、 その陰にはこれまで培ってきた頼りにな
る大会運営システムがありました。 こういっ
たシステムこそが今後の講演会活動にますま
す必要になってくるものと思われました。 ま
た、 そのシステムを支えてくださっているの
は支部役員の方々でした。 大会委員長として
この書面をお借りして改めてお世話になった
方々に御礼申し上げる次第です。

東京農工大小金井キャンパス構内

佐藤令一大会委員長
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図　関東支部大会講演数と繭生産量の年次的推移
※第54回大会113課題は日韓合同大会　※最多講演数は第39回大会（1988）で119課題

関東支部の思い出を語る：関東支部と私の研究
〜最終号特別企画〜

　 いよいよ運命の日がやってきました。 日本
蚕 糸 学 会 関 東 支 部 と い う 組 織 が こ の 世 か ら
無 く な る の で す。2012 年 11 月 23~24 日 が
そ の 最 後 の 第 63 回 関 東 支 部 大 会 で す。 関 東
支部は昭和 25 年 （1950） 日本蚕糸学会の支
部 組 織 の な か で は 一 番 遅 く 設 立 さ れ ま し た。
日本蚕糸学会は昭和５年 （1930） 設立され、
その後、 各支部組織は昭和 17 年 （1942） に
九 州 支 部、 昭 和 22 年 （1947） に 東 北 支 部、
昭 和 24 年 （1949） 中 部 支 部、 そ し て 昭 和
25 年 （1950） 関 西 支 部、 東 海 支 部 お よ び 関
東支部が設立されました。
　 関 東 支 部 の 創 立 は 昭 和 25 年 12 月 4 日 東
京 大 学 農 学 部 で の 支 部 大 会 総 会 で 決 め ら れ、
最初の支部長は早川卓郎氏、 副支部長は有賀
久雄氏でした。 昭和 25 年 12 月 13 日の 「蚕
糸新聞」 に 「謹告」 として支部長名で、 関東
地方に在住する蚕糸学会会員はすべて自然に
関東支部会員になるが、 特別の負担や義務は
ないことが公表されています。
　ちなみに 「関東支部だより」 が発行された
の は 第 １ 号 が 1970 年 6 月 15 日 で、 当 時 の
支 部 長 は 諸 星 静 次 郎 氏 で す。 現 在 ま で の 42
年 間 に 129 号 お よ び 号 外 ま で 発 行 さ れ て い
ます。 本第 130 号が最終号となりました。

１．60 周年記念の講演要旨集 CD 作成について
　2009 年 ４ 月、 関 東 支 部 は 設 立 60 周 年 記
念 事 業 と し て、 過 去 の 60 回 分 の 講 演 要 旨 集
の 電 子 化 を 決 め、 実 行 委 員 会 を 設 置 し ま し
た。 なんとその実行委員長に私が指名された
の で す。 そ こ で、「記 念 事 業 実 行 委 員 会」 が
組 織 さ れ、 委 員 は 私 を 含 め 10 名 で、 詳 細 は
作 成・ 配 布 さ れ た 要 旨 集 CD に 記 載 さ れ て い
ます。
　2009 年 ４ 月 開 催 の 第 １ 回 実 行 委 員 会 で は
どのようなスタイルの電子化を行うかが論議
されました。 結論として、 予算と作業量から
PDF 画 像 フ ァ イ ル の 作 成 を 基 本 と し た CD 作
成となりました。 私は不満でした。 画像 PDF
では個々の要旨および用語による検索ができ
な い の で す。 予 算 と 作 業 量 の 関 係 と は 言 え、
こ れ で は 作 成 さ れ る CD は 現 在 の 電 子 化 技 術
では明らかに時代遅れです。
　この状況を何とか変えたい。 検索ができる
文 字 認 識 可 能 な PDF を 作 成 し た い と い う の
が 私 の 切 な る 気 持 ち で し た。 そ こ で 2010 年
8 月第 2 回実行委員会において、 第１回実行
委員会における決定を転換してテキスト検索
が 可 能 な PDF 作 成 に 変 更 し ま し た。 以 後 は
大 量 の 作 業 を 事 務 局 で 行 い、 同 年 11 月 の 大
会における CD 配布に漕ぎ着けました。なお、

元　蚕糸・昆虫農業技術研究所所長　河上　清



− 5 −

日 本 蚕 糸 学 会 関 東 支 部 だ よ り

csv および html 形式の課題一覧ファイルも作
成しましたので、 表計算ソフトなどを用いて
発表課題に含まれている用語や氏名による検
索 も 可 能 で す。 こ の 60 年 間 に わ た る 講 演 要
旨 を 収 録 し た CD 作 成 は 本 会 お よ び い ず れ の
支部においても実行されていない画期的な事
業 だ と 思 い ま す。 計 上 さ れ た 予 算 額 は 63 万
円です。
　 関 東 支 部 創 立 よ り 60 年 間 に お よ そ 4,500
課題の講演が行われました。 講演数の年次的
推移は左図の通りです。

２．関東支部と研究の思い出
　蚕糸学会関東支部の活動の特徴は他の支部
におけると同様に、 現場の問題を解決するた
めの実用技術の開発研究です。 左図には当時
の年間繭生産量 （トン） も示しました。 この
図から分かるように 1970 年前後まで我が国
の 繭 生 産 量 は ほ ぼ 10 万 ト ン を 維 持 し て い ま
したが、 この後、 急激に減産傾向となりまし
た。 繭減産を食い止めるための実用技術が求
め ら れ、1975 ～ 1995 年 の 20 年 間 は 関 東 支
部の最も活発な活動時期でした。 この間、 本
会の全会員数は約 1,200 名、 そのうちの半数
600 余名が関東支部会員でした。
　 私 は 個 人 的 に こ の 20 年 間 を 関 東 支 部 黄 金
の 20 年 間 と 称 し て い ま す。 会 員 数 も ほ ぼ 安
定して研究発表も活発でした。 蚕ウイルス性
軟化病の早期診断法としての蛍光抗体法の開
発、 稚蚕人工飼料育技術の開発と普及、 抗幼
若ホルモン利用によるカイコの発育制御、 広
食性蚕品種の開発など多くの研究成果が現場
に導入されました。
　この頃に私が経験した病理研究の思い出を
紙面の許す範囲で少しだけ記します。
　1966 年 ご ろ か ら、 各 地 の 稚 蚕 共 同 飼 育 所
でコウジカビ病の被害が発生しました。 すで
に先輩研究者により、 本病の防除法は確立さ
れている筈と多くの人々が信じており、 被害
発生は現場の対処法が間違っているためとさ
れました。 飼育所の担当普及員は数十戸の農
家の稚蚕飼育に責任を持たされていましたか
ら、 現場では何か異変が起きていると主張し
て 私 の と こ ろ に 相 談 に や っ て き ま し た。 当
時、 私は先輩研究者の間に挟まって発言権の
ない若い研究者でしたが、 先輩研究者たちは

彼らの話を本気で聞いてくれなかったからで
す。 私は各地の現場を調査し、 担当普及員の
話を聞いているうちに、 これはやはり従来の
防除法では対処できない事態が現場で起きて
い る か も し れ な い と 考 え る よ う に な り ま し
た。 しかし、 その原因をどのようにして究明
すればよいのか、 見当もつきませんでした。
　1966 年、 私 は ま ず 現 場 の 稚 蚕 共 同 飼 育 所
に分布するコウジカビ病菌を検索分離培養す
るための選択培地を考案し（蚕糸研究 64 号）、
それにより関東一円から多くの菌株を採集し
ま し た。 私 の 菌 株 コ レ ク シ ョ ン に は 氏 素 性
の明らかな従来の継代保存菌株のほかに 400
株ほどの野生株が収集されました。 これら菌
株 の 性 質 の 調 査 に 取 り か か り ま し た。 そ の
頃、 私が勤務する農林蚕試にはコウジカビに
詳 し い 研 究 者 が 居 ま せ ん で し た。 そ の た め、
当時伝統的にコウジカビの研究を展開して居
られた埼玉蚕試に教えを乞いました。 菌株の
各種の性質のうち、 何はともあれ薬剤抵抗性
の程度を知りたいと、 これも判定法を開発し
た上で、 ホルマリンおよび水銀剤 （当時は消
毒剤として多用） 抵抗性を調査した結果、 驚
くべき実態が分かったのです。
　 従 来 の 研 究 で は、2％ ホ ル マ リ ン 水 溶 液 浸
漬 で 20 分 以 内 に す べ て の 硬 化 病 お よ び コ ウ
ジ カ ビ 病 菌 は 死 滅 す る と さ れ て い た の で す
が、 現場から採集されたコウジカビ病菌 （野
生 株 ） は な ん と 同 液 に 300 分 浸 漬 し て も 死
滅しないものが大半だったのです。 しかもホ
ルマリン抵抗性の大小と病原性の強さの大小
は 一 致 し て い ま し た。 こ れ は 大 変 な こ と で
す。 従来の防除法がまったく役に立たないこ
と は 明 ら か で す。 現 場 の 主 張 に 間 違 い は 無
かったのです。
　蚕室蚕具消毒剤および蚕体蚕座消毒剤につ
いての改良または新薬剤の開発が急務となり
ました。 ここで有効に機能したのが関東支部
の 病 理 研 究 者 の 皆 さ ん と の 絆 で す。 経 緯 は
色 々 あ り ま し た が、 対 策 研 究 グ ル ー プ （ 群
馬、 埼玉、 神奈川、 茨城など蚕業試験場） が
出来上がり、 そこに我が国で有名な武田薬品
工業株式会社が参画することになり、 大いに
効率的に試験を繰り返して、 短時間に効果的
な新薬を開発しましたし、 それまでの防除法
をすべて、 見直すことが出来ました。 これら
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の研究は高く評価されて、 私の蚕糸学賞受賞
（1975） につながりました。
　　つぎは、 キボシカミキリに寄生する糸状
菌 に よ る 生 物 的 防 除 法 開 発 に 関 す る 経 緯 で
す。 本糸状菌利用としては我が国で最初の生
物 的 防 除 剤 と し て 登 録 さ れ （1995）、 難 防 除
害虫カミキリムシ用として 「バイオリサ （カ
ミキリ）」 という名称で市販されました。
　本菌の発見とその実用化の過程も、 先のコ
ウ ジ カ ビ 病 菌 の 場 合 と 類 似 点 が あ る の で す。
1980 年 代 に 入 り、 各 地 の 桑 園 で キ ボ シ カ ミ
キリの被害が顕著となり、 その被害面積は全
桑 園 の 17％ （1984） に 達 し ま し た。 防 除 法
はあっても本害虫の防除は実用的には大変に
困 難 で し た。 す な わ ち、 穿 孔 性 害 虫 で あ り、
農 薬 が 桑 株 の 中 に 潜 む 幼 虫 に は 到 達 し 難 く、
さらに本虫が羽化後の成虫時期には、 その大
半 が 蚕 期 中 と あ っ て、 蚕 も 虫 で あ り 殺 虫 剤

（農 薬） が 桑 園 で 使 用 で き な い の で す。 そ の
頃の主な防除法は人間の手 （女性や子供） に
よ る 捕 殺 と 被 害 株 の 焼 却 で し た。 そ の た め、
本害虫の被害は年々拡大していました。 そん
な折、 硬化病菌が寄生したキボシカミキリを
見つけたのです。 しかしそれは通常の硬化病
菌であり、 カイコの硬化病の感染源になる考
え、 その病死虫を忌避していました。 ところ
が、 現地の人から、 この硬化病はカイコの硬
化 病 被 害 の 原 因 で は な い よ う だ と い う 体 験
と、 病死虫を送付して硬化病の感染源なのか
ど う か の 確 認 要 請 が 私 に 寄 せ ら れ た の で す。
これが本研究の始まりです。
　私は当時関東地方に大発生して桑に被害を
与えていたスケバハゴロモ病死虫によるカイ
コの硬化病被害の実態と同時並行的に、 それ
ら の 感 染 源 と し て の 確 認 と 防 除 法 を 探 る た
め、 関東地方主体に各地の桑園を調査しまし
た。
　本菌はカイコには殆ど病原性がなく、 逆に
カミキリムシには特異的によく寄生すること
が 分 か り ま し た （1978）。 そ れ な ら ば 本 菌 を
逆に難病除害虫であるキボシカミキリの防除
に使用できないかと考えましが、 それら一連
の研究はある程度の可能性が見込めるまでは
内緒で進めるしかありませんでした。 現場の
問題を解決するための研究ということであっ
ても、 病理研究者が害虫研究の領域に足を入

れることになり、 研究者間の縄張り意識や対
抗 意 識 が 根 強 く あ っ て、 本 研 究 を 直 ち に 表
だって進めることは困難でした。
　しかし、 内々に始めたキボシカミキリの糸
状 菌 に よ る 防 除 法 開 発 研 究 で は、 病 原 性 試
験、 菌の大量培養法、 圃場接種試験、 施用法
試 験 や 安 全 性 試 験 な ど を 進 め る 必 要 が あ り、
そのためには、 カミキリムシを大量に確保し
なければなりません。 なんと害虫防除研究に
はその害虫が大量に必要という皮肉な事実で
す。
そこでキボシカミキリの大量人工増殖法の開
発に取り掛かりました。 後に本研究の進展に
おいて大きな効果を上げたのが、 人工飼料を
用いたキボシカミキリの人工大量累代増殖飼
育法の開発でした （1985、1991）。 これによ
り自然界では年２回の羽化であったキボシカ
ミキリの成虫を年間を通じて 1,000 匹単位で
何時でも調達できるようになりました。 本成
果 は 害 虫 研 究 の 領 域 で 公 認 さ れ、 こ れ 以 降、
キボシカミキリの糸状菌による防除技術開発
研究が公認されました。
　その後、 蚕糸学会関東支部や果樹分野の研
究者、 および （株） 日東電工との共同研究で
実用化への進展をみました。 詳細は多くの方
がご存知かと思いますので、 省略します。
　 私 は こ れ ら の 研 究 か ら 多 く を 学 び ま し た。
研究の面白さと、 研究という仕事は弁証法的
に正しければ、 立派に評価されて社会に貢献
出来ることを確認できました。 なお、 研究と
いう仕事は進展すればするほど未解決の興味
ある課題が見えてきて、 あれもこれもと手を
付けたくなることも分かりました。 そのなか
で私が心がけたのは、 取りかかった課題につ
いては２年以内に成果を論文にまとめ、 区切
り を つ け て か ら 前 に 進 む と い う 考 え 方 で す。
お 蔭 で 研 究 生 活 30 年 の 私 の 原 著 論 文 総 数 は
30 編 を 超 え ま し た。 も ち ろ ん、 こ れ ら の 研
究には多くの方々のご支援ご協力があっての
話です。
　終わりに、 関東支部の黄金時代を知ってい
る人間として、 幸いな時代を生きてきたと皆
さんに感謝です。 皆さんの今後のご多幸と研
究の発展をお祈りしま
す。
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＜最優秀賞＞
アズキノメイガ幼虫の中腸円筒細胞におい
て Cry 毒素に対する感受性を決定する受容
体の解析
東京農工大学大学院　生物相関システム学研究室

修士 1 年　遠藤　悠

　この度は日本蚕糸学会関東支部第 63 回大会
において学生最優秀賞を頂戴し、誠に有難うご
ざいました。賞を頂けるなど全く想像していま
せんでしたので驚きましたが、私にとって初め
ての学会での口頭発表をこのように評価して戴
けたことを非常に嬉しく思っております。また
当研究室の全ての研究グループから受賞者を輩
出できたことを大変誇りに感じ、これを糧に研
究室一同より一層研究に励んで参ります。日頃
から愛情たっぷりに指導して下さる我らがボス
と個性的で楽しい研究室のメンバーをはじめ、
審 査 を 務 め ら れ た 先 生 方、 そ の 他 今 大 会 に 関
わった全ての方に感謝申し上げます。
　さて、私は土壌細菌 Bacillus thuringiensis が作
る殺虫性タンパク質 Cry 毒素に対する感受性が
野外昆虫においてどのように決まっているかに
ついて研究しています。抵抗性系統の昆虫を用
いた先行研究によって、感受性は毒素と昆虫の
持つ受容体の相互作用によって主に決まること
が示唆されています。しかしながら実際に野外
昆虫において受容体機能が感受性を決めると
いった例はまだ示されていません。そこで我々
はその具体的な一例を示すべく、Cry1Aa 毒素
に高感受性のカイコガと低感受性のアズキノメ
イガの受容体機能を比較し、両者の感受性の違

〜第 63回関東支部大会　学生優秀発表賞〜
遠藤さん、戸倉さん、小田さん、下村さん
　津久井さん、相澤さんの６名が受賞

いを説明できないかと考えました。まずは今ま
での作用機構において最も重要な受容体とされ
てきたカドヘリン様タンパク質と毒素の結合親
和性解析を行いました。その結果、アズキノメ
イガのカドヘリン様タンパク質は毒素との相互
作用が弱いのではないかという期待に反し、カ
イコガと同程度の高親和性で毒素と結合するこ
とが示されました。またカドヘリン様タンパク
質を発現させた培養細胞の感受性は、むしろア
ズキノメイガのほうが大きいことも示唆され、
ますます低感受性の原因でない可能性が高まり
ました。そこで抵抗性系統の研究から近年受容
体候補に急浮上してきた ABC トランスポーター
C2（ABCC2） に 注 目 し、 同 様 に 培 養 細 胞 に 発
現させ毒素への感受性試験を行ったところ、ア
ズキノメイガ ABCC2 発現細胞はカイコガのも
のより 10 倍低い感受性を示しました。これが
低感受性の一つの原因であることが示唆されま
したが、これだけでは感受性の差を説明するに
は不十分です。そこでカドヘリン様タンパク質
と ABCC2 を共発現させた細胞の感受性を調べ
ると、感受性が出始める濃度は同じであるもの
の、 多くの細胞に感受性を与えるには 100 倍
から 1000 倍の濃度の違いが必要であることが
示されました。当研究室ではこの共発現細胞の
感受性こそが、昆虫個体の感受性に非常によく
相関した指標なのではないかと考えています。
また ABCC2 という新規受容体候補が今までの
作用機構にどのように関わってくるのかについ
ても興味を持っています。今後はこの関係性が
他の昆虫、他の毒素についてもいえるのかどう
か追究していく所存です。

＜最優秀賞＞
カイコガ幼虫のノジュールのメラニン化に
関与する proPO 活性化系の解明
東京農工大学大学院　生物相関システム学研究室

修士 2 年　戸倉　藍
　今回の学会は、私にとって学生生活最後の発
表の場でした。また、蚕糸学会関東支部の最終
回ということもあり、最後の機会に頂けた学生
最優秀賞は大変思い出深いものとなりました。
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3 年間の研究生活を振り返ると、最も苦労した
ことは他人に自身のテーマの面白さを伝えるこ
とでした。悪戦苦闘しながら手法を探索し、新
たな結果を突き止めたとしても、そこまでの工
程を他人に伝えることは難しく、相手に興味を
持ってもらうためにはどの様に話をすればいい
のだろう…と悩む毎日でした。
　私の研究の最終目的は、メラニン化の本来の
役割を語ることでした。メラニン化は、殺菌作
用だけでなく自己組織の障害を引き起こすこと
が分かっていますが、従来までは体全体を流れ
る体液をメラニン化することが重要であると考
えられ、多数の知見が報告されてきました。し
かしながら、未知の部分が多くある新しい免疫
機構であるノジュールに着目した所、短時間で
集中的に個体に与えるダメージが少ない条件で
メラニン化出来る条件が整っていることが示唆
されました。本研究において、今まで語られる
ことのなかったノジュールのメラニン化の重要
性がみえてきたと感じています。
　これまで多数の知見が報告されている体液の
メ ラ ニ ン 化 を 否 定 し て、 新 た な 機 構 で あ る ノ
ジュールのメラニン化の重要性を語るというこ
とは、説得させることの出来る根拠のあるデー
タが多数必要であり大変難しいと感じていまし
た。更に、様々なデータを 1 つに集約して 10
分という短い発表時間の中で、強調したいポイ
ントを分かりやすく伝えることの難しさを痛感
しました。
　そこで、研究室内の免疫以外の研究に携わる
仲間に、発表を聞いて分からない点を問い、問
題点を指摘してもらい、一緒に改善策を見出す
ことで、初めて発表を聞いた人でもすんなりと
頭に入っていくことの出来るスライドに仕上げ
ることが出来ました。今回の賞を頂けたのは、
データをだした私一人の力ではなく、協力して
く れ た 研 究 室 の 仲 間、 ま た 手 厚 く 指 導 し て 下
さった先生のおかげであると感じています。こ

の場をお借りして、自身の発表に携わって頂い
た多くの人々に感謝します。
　これまで取り組んできた研究を他の研究者の
方々に評価して頂けることがこんなにも嬉しい
とは思いませんでした。今後の社会人生活にお
いて、今回の賞を自信に、何事においても前向
きに取り組んでいきたいと思います。

＜優秀賞＞
国内産 Beauveria 属菌の系統関係の再構築

日本大学生物資源科学部　応用昆虫学研究室　
博士前期課程２年　小田尚幸

　日本蚕糸学会関東支部第 63 回大会におきま
して、学生優秀発表賞をいただき、ありがとう
ございました。このような栄誉ある賞を再び受
賞できたことは大変光栄なことと思っていま
す。今回の学会発表では、自分なりに満足のい
く発表ができるようにと心がけていましたが、
まさか賞をいただけるとは正直思っていません
でした。前々回の支部大会の発表の際は非常に
緊張していた私でしたが、それを踏まえて、今
大会ではより一層発表の練習に力を入れて取り
組むことで、いくらかの余裕をもって発表の場
に臨むことができました。また、練習の成果も
あり、審査員の方から「自信のある発表だった」
とのコメントもいただけました。他にも、「要
旨が興味を惹かれる内容であった」、「内容やス
ライドの構成がわかりやすかった」とのコメン
トもいただきました。要旨や発表スライドは、
投稿前や発表前に多くの時間をかけて推敲を重
ねているため、このような評価をいただけたこ
とは受賞に匹敵する喜びであると共に、日々の
研究への励みになります。発表までの準備や練
習に時間を割いて下さった先生方をはじめとす
る会員の皆様には大変感謝しています。
　今回の発表は、博士課程で取り組んでいる研
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日 本 蚕 糸 学 会 関 東 支 部 だ よ り
究において節目となる成果の報告でありまし
た。 発 表 テ ー マ の「再 分 類 に よ り 解 明 さ れ た
国内 Beauveria 属菌の系統関係」 にもあるよう
に、 現 在 は 昆 虫 病 原 性 糸 状 菌 で あ る Beauveria 
bassiana の系統解析をテーマに研究をしていま
す。カイコ白きょう病の原因微生物や害虫防除
の微生物農薬として知られる B. bassiana は、日
本各地の昆虫から多数の株が確認されていま
す。しかし、国内産 B. bassiana の関係性につい
て は 不 明 な 点 も 多 く、 解 明 が 望 ま れ て い ま し
た。この問題に対して、これまでに昆虫病原性
微生物の系統関係を詳細に解明してきたゲノム
プロファイリング法（GP 法）を解析手法とし
て用いました。この GP 法は、従来手法よりも
簡単に詳細なゲノム差異を比較可能な手法で
す。また、比較範囲がゲノム全体にわたるため、
従来の単一遺伝子比較では解り得なかった系
統間の関係性を明らかにすることも可能です。
GP 法によって、 国内の B. bassiana は複数の系
統に細分可能であり、従来手法よりも明確に分
類識別できることが明らかになりました。さら
には、国内未発見であった B. pseudobassiana が
存在することを初めて明らかにしました。この
関東支部大会は今回で一旦最後になるとのこと
なので、再び支部大会に参加することができず
残念ではありますが、今回の受賞を励みに、今
後もなお一層精進していきたいと考えていま
す。そのことで、蚕糸学会や関連分野のさらな
る発展に少しでも繋がれば幸いかと思っていま
す。
　最後になりましたが、評価して下さった審査
員の方々ならびに常日頃より研究の指導をして
下さっている先生方、さらには、大会運営事務
局をはじめとした大会運営にかかわる方々に対
して、この場をお借りして厚く御礼を申し上げ
ます。

＜優秀賞＞
カイコガ小顋粒状体の神経細胞における味
覚受容体の発現パターン解析

東京農工大学大学院　生物相関システム学研究室
修士 1 年　下村和哉

この度は、日本蚕糸学会関東支部大会において
優秀発表賞を頂き、誠にありがとうございまし
た。今回の学会が私にとって初めての口頭発表
の場でした。また私の研究はまだ始まったばか
りであり、皆様にとってわかりやすい形の結果
が得られていないため、どのように発表すれば

研究内容を理解してもらい、そして楽しんでい
ただけるのかとても苦労しました。そのため、
審査員の方々に評価していただきこのような賞
を頂いたことを大変うれしく思います。
　私の研究テーマはカイコガ幼虫の味受容体が
１細胞中にどのようなパターンで発現している
のかを明らかにすることです。なぜ味受容体の
発現パターンを１細胞レベルで知る必要がある
かというと、近年のさまざまな報告から昆虫の
味受容体はヘテロ複合体として機能しているこ
とが強く示唆されており、このような知見は昆
虫の味覚を理解するための１つの重要な要素で
あ る と 考 え て い る た め で す。 あ る 分 子 の 発 現
パターンを細胞単位で観察する手法として一
般的なのは免疫染色や in situ hybridization です
が、 私 は Laser Capture Microdissection（LCM）
と RT-PCR を 組 合 わ せ た 手 法 を 用 い て い ま す。
LCM とは、 顕微鏡下で組織切片から目的の細
胞を切り取り、回収する手法のことであり、こ
れを用いて味受容細胞を１細胞回収し、そこに
発現する味受容体を RT-PCR によって確認しよ
うと試みています。1 細胞から mRNA を抽出し、
そのごく微量なサンプルをもとに解析を進めて
いかなければならないため、研究を始めた当初
は失敗の連続でした。しかしながら、現在では
多数のサンプルから味受容体の発現を確認する
に至り、カイコガ幼虫がどのようなパターンで
味受受容体を発現しているのか、その一部が垣
間見えてきました。まだまだ十分な再現性が取
れないことをはじめ、今後解決しなければなら
ない問題はたくさんあるのですが、それらを乗
り越えて必ず結果を出していきたいと考えてい
ます。そして、カイコガ幼虫がどのようにして
食草であるクワの葉を認識しているのか、その
仕組みを解明するという当研究室の目標に少し
でも貢献できればと思います。
　最後に、数々のご助言をくださった審査員の
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日 本 蚕 糸 学 会 関 東 支 部 だ よ り
先生方に感謝したします。普段交流することの
ない学外の先生方に自らの研究を紹介し、それ
に対するご助言を頂き、大変貴重な経験をする
ことができました。また、常日頃から忙しい合
間をぬって指導をしてくださった先生、日々の
ディスカッションに時間を割いていただいた先
輩方に厚く御礼申し上げます。今回の賞を糧に
して、今後の研究生活もよりいっそう頑張って
いきたいと思います。

＜優秀賞＞
Bombyx mori macula-like virus と バ キ ュ ロ ウ
イルスの共感染実験

宇都宮大学農学研究科　昆虫機能利用学研究室
修士 1 年　津久井啓多

　この度は、日本蚕糸学会関東支部第 63 回大
会におきまして学生優秀発表賞を頂き、大変光
栄に存します。実は今回の発表は私にとって 2
度 目 の 口 頭 発 表 で あ り、 昨 年 の 本 大 会 が 私 に
とっての初めての学会参加であり、且つ初めて
の口頭発表でした。その際、私は緊張のあまり
我を見失ってしまい、耳を傾けて下さる方への
話し方や、発表の姿勢などに意識が及ぶことは
なく、記憶していた原稿をただただ発声するの
みとなってしまいました。そのため、この度の
関東支部大会で研究内容を発表することが決
まってまず考えたことは、本大会の発表の失敗
を繰り返さず、聴衆の方々が聞きやすい発表を
しようということでした。
　では、聞きやすい発表とはどのような発表な
のでしょうか。私は、大学院で行われている、
学生のプレゼンテーションによって進められる
講義や研究室のゼミで、「分かりやすい」と感
じられた発表と、自分自身の発表がどの様に異
なるのか考えました。その結果、分かりやすい
発表をする方に共通している要素は、話し方に

落ち着きが感じられること、ふとした瞬間に聞
き手に視線を向けていること、自分が発表して
いる内容に自信を持っていることの３点である
と感じました。そこで今回の発表の練習では、
単にファイルを分かりやすく練ったり、原稿を
覚 え た り す る だ け で は な く、 上 記 の 3 点 に つ
いて意識するように心掛けました。そして前泊
したホテルにおいても、発表自体に自信が持て
るように細かい質問にも答えられる準備をし、
目線を上げて発表する練習を繰り返しました。
当日の発表の場においては、直前まで緊張のあ
まり我を見失いそうになっておりましたが、練
習の甲斐があったのか、発表本番までには開き
直って落ち着くことができました。発表の最中
も、時間配分を注意することや、聞いて下さる
方々の反応を見ることが出来ました。発表終了
後には、研究室の同僚の方々から「堂々してい
た」や「上手くなっていた」と意外な言葉を受
け、まずは本大会の失敗を繰り返さないという
当初の目標が達成できたという安堵感でいっぱ
いでした。そのような心持ちでしたので、懇親
会の場でまさか自分が賞を頂けるとは思ってお
らず、ただただ驚くばかりでした。更に、今回
この様な賞を頂いたということは、研究という
側面だけではなく、なんだか自分自身にも自信
を抱かせてくれました。これから、この喜びと
少しの自信をもって、更に研究や大学院生活に
邁進していきたいと思います。
　 さ て、 今 回 私 が 発 表 さ せ て い た だ い た
Bombyx mori macula-like virus（BmMLV） は、 
2005 年 に 発 見 さ れ た カ イ コ 由 来 BmN 細 胞 へ
持続感染している植物ウイルス様の RNA ウイ
ルスです。BmMLV は殆ど全てのカイコ由来培
養細胞に既に混入しておりますが、不思議な事
にカイコ個体には感染性を示すことはありませ
ん。 そ こ で 私 は、 植 物 ウ イ ル ス 様 ウ イ ル ス で
ある BmMLV と代表的な昆虫ウイルスであるバ
キュロウイルスを共感染させ、それぞれのウイ
ルスの増殖がどのような影響を受けるのかとい
う点に興味をもって研究を進めております。今
回の発表では BmMLV がカイコ個体においても
バキュロウイルスとの共感染下であれば増殖し
うる可能性を示すことが出来ました。
　最後になりましたが、このような発表の場を
与えて下さった大会運営委員会の皆様、プレゼ
ンテーションに関して貴重な助言をして下さっ
た審査員の先生方、また日頃大変お忙しいなか
研究に関して熱心な指導をして下さる宇都宮大
学昆虫機能利用学研究室の先生方、更に共に励
まし合いながら研究を行っている研究室の同僚
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日 本 蚕 糸 学 会 関 東 支 部 だ よ り
の皆様に、この場を借りて厚く御礼申し上げま
す。どうもありがとう御座いました。

＜特別賞＞
リバースジェネティクスによる Bombyx mori 
macula-like virus の遺伝子解析

宇都宮大学農学部　昆虫機能利用学研究室
学部４年　相澤昴洋

　この度は、日本蚕糸学会関東支部第 63 回大
会において学生優秀発表特別賞を頂き、まこと
に有難う御座いました。長い歴史のある今回の
支部大会で発表させていただいたことに感謝す
るとともに、このような賞を頂けたことを大変
嬉しく思います。
　本支部大会は私にとって初めての学会であっ
たため、非常に緊張して発表に臨みました。前
日の夜まで研究室の先輩方に発表を見ていただ
きましたが、家に帰ってからも眠れずに布団の
中で繰り返し原稿を見直しました。発表本番に
おいても、震える足で壇上に上がったこと、萎
縮してしまい声があまり出ていなかったこと以
外 は ほ と ん ど 覚 え て お ら ず、 い つ の 間 に か 終
わっていたというのが正直な感想です。また、
本支部大会は私にとって反省の多いものでし
た。それは学会直前まで私の実験やデータの整
理が予定通り進んでいなかったことで、研究室
の先生方や先輩方に御迷惑をおかけしてしまっ
たことです。もっと早く取り組み、実験やプレ
ゼンテーション準備に時間をかけていればと、
直前になって後悔していました。また当日、他
の発表者の方々のプレゼンテーションを聴きな
がら、皆様堂々とされていて経験不足という言
葉だけでは埋められない大きな差を感じまし
た。そのような状況であったため、懇親会で学
生優秀発表特別賞の受賞者として名前が呼ばれ
たときはただただ驚くばかりでした。これも全
て、発表に至るまでにご協力、ご助言くださっ
た研究室の先生方や、先輩方はじめ仲間達のお

かげであります。そして今後は、今回の反省を
活かして計画的に物事を進め、自分で成し遂げ
たという自信を持てる研究、発表を目指し、ま
た本支部大会で感じた他の発表者の方々との差
を少しでも埋められるよう、努力してきたいと
思います。
　さて、 私達が現在研究を進めている Bombyx 
mori macula-like virus（BmMLV） は、 カイコ卵
巣由来培養細胞 BmN より同定された RNA ウイ
ルスです。その感染様式は、宿主に病徴を呈さ
ずにウイルス粒子を放出していく持続感染型で
あり、興味深いことに BmMLV はすでに樹立さ
れているカイコ由来培養細胞のほぼ全てに混入
し感染していることが明らかになっています。
ゲ ノ ム 上 に は RNA-dependent RNA polymerase

（RdRp）、coat protein（cp）、 そ し て p15 と い
う 3 つの推定 ORF がコードされており、 こち
ら も 興 味 深 い こ と に RdRp や cp を 用 い た 系 統
解析では植物ウイルスであるチモウイルス科マ
キュラウイルス属に最も近縁であるということ
が明らかとなっています。すなわち BmMLV は
昆虫であるカイコ由来培養細胞に感染している
にも関わらず、植物ウイルスに似たゲノム構造
を有する植物ウイルス様ウイルスなのです。し
かしながら、本ウイルスのライフサイクル並び
に各遺伝子の役割などはいまだ明らかではあり
ま せ ん。 そ こ で 私 は、 こ れ ま で に 樹 立 さ れ た
BmMLV 陰性細胞及び感染性クローンにより可
能となったリバースジェネティクスという手法
を用いることで、BmMLV の各遺伝子の役割や
働きについて調査しております。今回は cp 及
び p15 遺 伝 子 に 関 し て、cp か ら 翻 訳 さ れ る 2
種の異なる大きさのタンパク質が、cp 遺伝子
上の複数のメチオニンによるものである可能性
を示唆すると共に、p15 遺伝子がタンパク質へ
と翻訳されていないことを示すことが出来まし
た。
　最後に、運営委員会の皆様、審査員の先生方、
そして宇都宮大学昆虫機能利用学研究室の先生
方、先輩方はじめ同僚の皆様に、この場を借り
てお礼申し上げたいと思います。誠に有難う御
座いました。
　

　　受賞者の皆様、
　　おめでとうございました。
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